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１．概要（Summary） 

一本の単層カーボンナノチューブ（CNT）から発生した

光を推定効率 85 %以上でフォトニック結晶構造中に伝搬

させることに成功した。 

 
２．実験（Experimental） 

ステルスダイサー装置を用いて 2 cm 角に切り出した

SOI 基板に対しレジストを用いた電子線描画及びドライエ

ッチング、ウェットエッチングを行い中空のナノビーム構造

を作製。次に触媒のパターニングを行うために作製したナ

ノビーム共振器にアッシングを行い、再度電子線描画を

行う。この段階でチップは再びダイシングを行うことによっ

て 5 mm 角のチップに分割される。分割したチップに対し

触媒をスピンコートし、リフトオフを行う。最後に気相成長

（CVD）を行い CNT を共振器上に成長したデバイスに対

してフォトルミネッセンス（PL）測定を行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したデバイスの電子顕微鏡像を Fig. 1 に示す。数

十個以上のデバイスについて調べたところ、設計通りに空

気部分で光結合し、また、光結合効率が約二倍以上と劇

的に向上し、最も高いものでは 85 %に達していると推定

された。 
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Fig. 1 SEM view of a fabricated device [1]. Scale 
bar is 2 µm.  
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